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大
阪
府
で
は
、
２
月
に
３
名
の

方
が
現
職
死
亡
さ
れ
ま
し
た
。
人

生
80
年
の
時
代
に
余
り
に
も
早
い

こ
の
世
か
ら
の
お
別
れ
で
す
。

　

ご
家
族
の
方
の
気
持
ち
を
思
う

と
胸
が
詰
ま
り
ま
す
。
職
場
で
の

過
重
労
働
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

　

今
、
本
庁
（
咲
洲
・
大
手
前
）

を
含
め
、
50
人
以
上
の
職
員
が
い

る
全
て
の
職
場
で
「
衛
生
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
職

場
環
境
や
時
間
外
労
働
の
状
況
、

ま
た
、
職
員
の
健
康
状
況
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
、
問
題
が
あ
れ
ば

改
善
の
た
め
に
取
り
組
む
役
割
が

「
衛
生
委
員
会
」
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
最
大
の
健
康
破
壊
で
あ

る
「
現
職
死
亡
」。
全
て
の
職
場

の
「
衛
生
委
員
会
」
が
、「
職
場

か
ら
の
現
職
死
亡
者
を
ゼ
ロ
に
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
取
り
組

み
を
強
め
ま
し
ょ

う
。
そ
の
た
め
に

ど
う
い
う
取
り
組

み
が
必
要
か
、

「
衛
生
委
員
会
」

の
開
催
を
求
め
、

各
職
場
で
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で

す
。
全
て
の
職
場

の
「
衛
生
委
員

会
」
が
活
発
に
活

動
す
る
よ
う
に
な

ローアンの

ススメ⑦⑦

現職死亡者をゼロに!!　過重
労働になっていませんか?!

れ
ば
「
現
職
死
亡
者
ゼ
ロ
」
も
夢

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
衛
生
委
員
会
」
の
力
を
発
揮

す
る
と
き
で
す
。

 

吉
田　

澄
世

広
が
る
住
民
と
の
共
同
が
大
き
く
前
進

今
こ
そ
憲
法
と
地
方
自
治
を
守
る
砦
に

府
職
労
か
ら「
仕
事

府
職
労
か
ら「
仕
事

を
見
直
す
ア
ン
ケ

を
見
直
す
ア
ン
ケ

ー
ト
分
析
」を
報
告

ー
ト
分
析
」を
報
告

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
橋
口
委

員
長
か
ら
「
住
民
の
み
な
さ
ん

の
意
見
や
要
求
を
聞
い
て
、
自

治
体
で
働
く
職
員
と
し
て
自
ら

の
仕
事
を
見
直
し
、
労
働
組
合

の
自
治
研
活
動
に
生
か
す
た
め

の
貴
重
な
機
会
と
し
た
い
。
憲

法
に
基
づ
く
行
政
を
行
う
た
め

に
も
住
民
の
声
を
広
げ
て
共
同

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
小
松
書
記
長
か

ら
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
仕
事
を
見
直
す
ア
ン
ケ
ー
ト

分
析
の
報
告
（
第
一
次
案
）」

を
は
じ
め
、
来
年
度
の
大
阪
府

予
算
案
、
府
財
政
構
造
改
革
プ

ラ
ン
（
工
程
表
）
な
ど
の
資
料

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
を

受
け
て
、
住
民
団
体
の
12
名
か

ら
活
動
や
要
望
等
の
報
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
や
市
の
住
民

大
阪
府
や
市
の
住
民

い
じ
め
の
攻
撃
に

い
じ
め
の
攻
撃
に

怒
り
の
声
が
続
々

怒
り
の
声
が
続
々

秋
吉
さ
ん
（
生
健
会
）

　

先
日
、
淀
川
区
で
「
生
活
保

護
を
不
正
受
給
し
た
」
と
し
て

逮
捕
さ
れ
、
同
区
生
健
会
も
家

宅
捜
索
を
受
け
た
が
、
生
健
会

が
不
正
受
給
を
教
示
し
た
こ
と

は
な
く
寝
耳
に
水
。
生
活
保
護

の
申
請
同
行
は
生
存
権
保
障
の

た
め
に
大
切
な
基
本
的
人
権
と

し
て
、
大
阪
府
や
市
で
も
認
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を

狙
わ
れ
て
お
り
、
最
低
賃
金
や

住
民
税
非
課
税
限
度
額
な
ど
に

影
響
す
る
こ
と
か
ら
改
悪
を
許

さ
な
い
運
動
を
進
め
て
い
る
。

杉
本
さ
ん
（
大
保
連
）

　

「
待
機
児
の
解
消
」
を
口
実

に
保
育
所
の
市
場
化
が
す
す

み
、「
認
定
子
ど
も
園
」
と
い

う
制
度
が
新
た
に
発
足
し
て
い

る
。
公
立
保
育
園
の
実
態
も
、

「
天
井
が
落
下
し
た
」「
す
き

ま
風
が
入
る
」
な
ど
悲
惨
な
状

況
で
あ
り
、
地
震
時
に
も
避
難

で
き
な
い
。
保
育
士
の
配
置
基

準
を
地
域
独
自
で
引
下
げ
可
能

に
す
る
な
ど
規
制
緩
和
の
動
き

も
あ
る
。
子
ど
も
を
安
心
し
て

保
育
で
き
る
環
境
や
整
備
を
国

や
自
治
体
が
責
任
を
も
っ
て
改

善
し
て
ほ
し
い
。

高
橋
さ
ん
（
難
病
連
）

　

現
在
、
約
４
０
０
種
類
の
難

病
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
国
の
医
療
費
援
助
の
対
象

は
、
特
定
疾
患
45
疾
患
と
小
児

慢
性
特
定
疾
患
10
疾
患
群
の
み

で
、
ほ
と
ん
ど
の
疾
患
は
医
療

費
助
成
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
で
は
な
い
。
医
療
費
助
成
問

題
な
ど
で
府
立
病
院
機
構
と
は

交
渉
で
き
ず
、
大
阪
府
と
交
渉

し
て
も
話
し
が
通
じ
な
い
。
大

阪
府
か
ら
大
阪
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
委
託
さ
れ
て
い
る

が
、
充
実
し
た
大
阪
難
病
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
求
め
て
い
る
。

船
越
さ
ん
（
大
借
連
）

　

府
営
住
宅
の
半
減
計
画
を
す

す
め
て
い
る
が
、「
バ
ウ
チ
ャ

ー
制
度
」（
家
賃
補
助
）
な
ど

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
政

策
も
破
た
ん
し
て
い
る
。
府
市

統
合
本
部
で
は
、
府
営
住
宅
１

万
４
千
戸
を
市
営
に
移
管
す
る

と
し
、
結
果
と
し
て
府
営
住
宅

の
後
退
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
に
よ

る
「
地
上
げ
屋
」
の
動
き
な
ど

賃
貸
料
引
上
げ
で
払
え
な
い
人

が
増
え
る
。
低
所
得
者
や
高
齢

者
等
な
ど
救
済
で
き
る
住
宅
政

策
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

渡
辺
さ
ん
（
保
険
医
）

　

保
険
医
協
会
は
医
療
現
場
の

要
求
と
市
民
の
切
実
な
声
を
精

力
的
に
政
府
や
自
治
体
に
と
ど

け
、
安
心
し
て
医
療
が
う
け
ら

れ
る
よ
う
運
動
し
て
い
る
。
ま

た
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
悪
」
の
も
と
で
、
病
院
経
営

上
も
大
き
な
負
担
と
な
る
消
費

税
増
税
、
患
者
を
医
療
機
関
か

ら
遠
ざ
け
る
社
会
保
障
の
大
改

悪
に
対
し
て
、
10
万
枚
の
パ
ン

フ
を
作
成
し
て
運
動
を
す
す
め

て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
に
向
け
て
も
精
力
的
に

取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
。

和
田
さ
ん
（
歯
科
医
）

大
阪
は
歯
の
治
療
を
要
す
る

科
医
療
の
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
生
活
保
護
制
度
の
充

実
と
あ
わ
せ
て
運
動
を
し
て
い

き
た
い
。

中
村
さ
ん
（
公
害
を
な
く
す
会
）

　

総
選
挙
で
も
「
原
発
な
く

せ
！
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ

ネ
社
会
の
実
現
」
が
大
き
な
争

点
に
な
り
、
原
発
ゼ
ロ
３
・
10

関
西
共
同
の
２
万
人
集
会
を

『
１
日
共
同
』
で
多
く
の
団
体

と
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
住

民
団
体
だ
け
で
は
実
現
で
き
な

い
課
題
で
あ
り
、
広
範
な
住
民

飯
田
さ
ん
（
消
団
連
）

　

関
西
電
力
の
電
気
料
金
値
上

げ
問
題
に
お
い
て
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
電
気
料
金
審
査
専
門

委
員
会
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
就

任
し
、
消
費
者
団
体
代
表
と
し

て
意
見
反
映
。
第
２
期
大
阪
府

食
の
安
全
安
心
推
進
計
画
案
に

関
す
る
審
議
会
で
も
公
衆
衛
生

研
究
所
の
統
合
・
独
法
化
問
題

で
懸
念
を
表
明
し
、
必
要
な
運

動
を
す
す
め
た
い
。
黒
田
革
新

府
政
で
制
定
さ
れ
た
大
阪
府
消

費
者
保
護
条
例
の
改
正
に
向
け

て
、
他
団
体
と
の
共
同
を
す
す

め
た
い
。

藤
永
さ
ん
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

　

中
国
の
大
気
汚
染
（
Ｐ
Ｍ
２

・
５
）
問
題
は
、
も
っ
と
行
政

が
し
っ
か
り
発
信
し
て
ほ
し

い
。
汚
染
さ
れ
た
大
気
が
飛
散

し
、
皮
膚
や
衣
類
に
付
着
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
黄

砂
や
花
粉
の
時
期
を
迎
え
、
本

当
に
怖
い
こ
と
が
住
民
の
最
大

の
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。
こ

ん
な
時
こ
そ
公
衛
研
や
保
健
所

を
充
実
す
べ
き
で
あ
る
。
防
災

ま
ち
づ
く
り
運
動
を
通
じ
て
、

　

図
書
館
は
住
民
が
知
り
た
い

情
報
を
無
料
で
入
手
で
き
る
民

主
主
義
の
砦
で
あ
る
。
中
之
島

図
書
館
は
そ
の
役
割
を
１
０
０

年
以
上
前
か
ら
担
っ
て
い
る
。

豊
富
な
大
阪
古
典
籍
資
料
や
ビ

ジ
ネ
ス
講
座
等
も
開
催
し
て
お

り
、
年
間
31
万
人
が
利
用
し
て

い
る
。
橋
下
氏
は
府
立
児
童
文

学
館
を
府
立
中
央
図
書
館
に
機

能
を
縮
小
さ
せ
て
移
転
を
強
行

し
た
。
府
民
が
支
え
て
き
た
歴

史
を
も
う
一
度
学
び
、
大
阪
文

化
の
中
で
の
中
之
島
図
書
館
を

考
え
る
場
を
つ
く
り
た
い
。

府
職
労
と
住
民
団
体
と

府
職
労
と
住
民
団
体
と

の
共
同
へ

の
共
同
へ  

引
き
続
き
率

引
き
続
き
率

直
な
意
見
交
換
の
場
を

直
な
意
見
交
換
の
場
を

　

府
職
労
本
部
・
支
部
役
員
か

ら
自
己
紹
介
の
あ
と
、
住
民
団

体
か
ら
の
質
問
や
意
見
な
ど
を

ふ
ま
え
て
、
活
発
な
討
論
を
行

い
ま
し
た
。「
公
害
問
題
は
未

解
決
。
研
究
所
が
独
法
化
に
な

っ
て
心
配
だ
」、「
食
の
安
全
は

深
刻
な
問
題
。
何
と
し
て
も
公

衛
研
の
独
法
化
は
阻
止
さ
せ
よ

う
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

府
職
労
は
２
月
16
日
、「
第
２
回
府
職
労
と
住
民
団
体
と
の
要
求
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
府
職
労
か
ら
本
部
・
支
部
役
員
30
名
が
参
加
し
、
住
民
団
体
か
ら
は
前
回
（
９
月
22

日
開
催
）
よ
り
４
団
体
増
え
て
、
12
団
体
13
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
が
多
い
。
お

金
の
心
配
せ
ず
に
受

診
で
き
る
医
療
費
の

助
成
な
ど
経
済
的
な

援
助
が
必
要
で
あ

る
。
国
保
取
り
上
げ

問
題
で
は
、
18
歳
以

下
の
子
供
に
は
保
険

証
を
１
年
間
手
元
に

残
す
制
度
だ
が
、
市

町
村
に
よ
っ
て
一
時

的
に
無
保
険
に
な
る

場
合
も
あ
る
の
で
、

大
阪
府
が
指
導
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
歯

高まる住民団体からの期待の声高まる住民団体からの期待の声
に確信！
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参加していただいた団体参加していただいた団体

国
家
を
縛
る
憲
法
か
ら

国
家
を
縛
る
憲
法
か
ら

国
民
を
縛
る
憲
法
へ

国
民
を
縛
る
憲
法
へ

　

現
在
の
憲
法
の
最
も
優
れ

た
特
徴
の
１
つ
が
立
憲
主
義

で
す
。
立
憲
主
義
と
は
、
基

本
的
人
権
を
尊
重
す
る
た
め

に
、
憲
法
で
国
家
権
力
に

「
縛
り
」
を
か
け
る
も
の

で
、
国
家
は
基
本
的
人
権
の

尊
重
の
た
め
に
存
在
す
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
は
自
由
と
平
等
を
基

調
と
す
る
社
会
を
築
く
た

め
、
権
力
が
強
大
に
な
り
す

ぎ
て
、
人
々
の
権
利
を
抑
圧

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

今
こ
そ
憲
法
を
い
か
し
守
ろ
う
！

「９条」が「９条」が
危ない危ない

「憲法」が「憲法」が
危ない危ない

る
た
め
の
も
の
で
す
。
戦
前

に
徹
底
的
な
言
論
統
制
に
よ

り
軍
事
政
権
の
暴
走
を
止
め

ら
れ
ず
、
戦
争
に
突
き
進
ん

だ
反
省
に
立
ち
、
現
行
憲
法

で
も
こ
の
立
場
が
貫
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
立
憲
主
義
の
考

え
方
は
、
民
主
主
義
と
も
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

国
民
が
国
家
権
力
の
支
配
か

ら
自
由
で
あ
る
た
め
に
は
、

国
民
自
ら
が
何
ら
か
の
形
で

統
治
に
参
加
す
る
と
い
う
民

主
的
な
制
度
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
点
で
も
現
行
憲

法
は
、
国
の
政
治
の
あ
り
方

を
最
終
的
に
決
定
す
る
の
は

国
家
で
は
な
く
国
民
で
あ
る

と
い
う
国
民
主
権
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
の
意
思
に
基

づ
く
国
家
権
力
で
あ
っ
て

も
、
１
人
の
人
間
や
機
関
に

集
中
し
て
い
れ
ば
、
権
力
が

濫
用
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的

人
権
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
現
行
憲
法
で
は
三
権

（
国
会
・
内
閣
・
裁
判
所
）

分
立
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
行
憲
法
は
、

立
憲
主
義
の
根
本
目
的
で
あ

る
基
本
的
人
権
の
保
障
を
基

本
と
し
、
基
本
的
人
権
の
制

限
を
人
権
同
士
が
衝
突
し
た

場
合
に
調
整
す
る
「
公
共
の

福
祉
」
に
反
す
る
場
合
に
限

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
行
憲
法
に

は
、
国
家
権
力
を
憲
法
で
縛

り
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を

保
障
す
る
と
い
う
原
理
が
貫

徹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
草
案

を
は
じ
め
、
各
党
の
改
憲
案

は
、
こ
の
立
憲
主
義
の
理
念

を
根
底
か
ら
覆
し
、
国
民
を

縛
る
た
め
の
憲
法
に
変
え
よ

う
と
す
る
危
険
な
も
の
で

す
。国

民
主
権
の
希
薄
化

国
民
主
権
の
希
薄
化

　

現
行
憲
法
で
は
、
前
文
の

冒
頭
で
国
民
主
権
の
考
え
方

を
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
自
民
党
草
案
で

は
、
前
文
に
は
「
国
民
主
権

原
理
の
下
」
と
一
言
の
み
触

れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ

れ
よ
り
前
に
「
国
民
統
合
の

象
徴
で
あ
る
天
皇
を
戴
く
国

家
」
と
規
定
し
、
天
皇
を
国

民
よ
り
前
に
押
し
出
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
「
個
人
の
尊
厳
」
を

「
人
の
尊
厳
」
に
変
え
、
憲

法
の
最
高
法
規
性
を
根
拠
づ

け
る
「
こ
の
憲
法
が
日
本
国

民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権

は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る

自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利

は
、
過
去
幾
多
の
試
錬
に
堪

へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民

に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信

託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と

い
う
基
本
的
人
権
の
人
類
史

的
意
義
に
関
す
る
規
定
（
現

行
憲
法
97
条
）
を
丸
ご
と
削

除
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

は
、
個
人
の
尊
重
原
理
や
基

本
的
人
権
の
価
値
を
相
対
的

に
低
め
る
意
図
が
顕
著
に
あ

ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
を
縛
る
憲
法
へ

国
民
を
縛
る
憲
法
へ

　

さ
ら
に
、
自
民
党
草
案
で

は
、
国
民
は
「
規
律
を
重
ん

じ
」
る
も
の
と
さ
れ
、
国
家

の
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
「
日
の
丸
」
や
「
君
が

代
」
を
尊
重
す
る
義
務
も
課

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
憲
法
で
は
国

家
権
力
を
縛
る
と
い
う
趣
旨

か
ら
、
天
皇
、
摂
政
、
国
務

大
臣
、
国
会
議
員
、
裁
判
官

そ
の
他
の
公
務
員
に
憲
法
尊

重
擁
護
義
務
を
課
し
、
一
方

で
憲
法
に
よ
る
保
障
を
享
受

す
る
国
民
に
は
、
憲
法
尊
重

擁
護
義
務
を
課
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
草
案

で
は
、
天
皇
及
び
摂
政
の
憲

法
尊
重
擁
護
義
務
が
は
ず
さ

れ
、
逆
に
憲
法
に
よ
る
保
障

を
享
受
す
る
存
在
で
あ
る
は

ず
の
国
民
に
憲
法
尊
重
擁
護

義
務
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣

に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
が
発

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
国
民

は
国
そ
の
他
公
の
機
関
の
指

示
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
民
党
草
案

は
、
現
行
憲
法
に
お
い
て
貫

徹
さ
れ
て
い
た
「
憲
法
が
国

家
権
力
を
縛
っ
て
基
本
的
人

権
を
保
障
す
る
」
と
い
う
立

憲
主
義
の
考
え
方
を
放
棄

し
、「
憲
法
が
国
民
を
縛
り

国
家
権
力
を
自
由
に
す
る
」

も
の
に
変
え
、
国
家
権
力
に

よ
る
人
権
侵
害
を
容
易
に
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
憲
法
改
正
要
件

の
緩
和
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

保
育
で
き
る
環
境
や
整
備
を
国

力
的
に
政
府
や
自
治
体
に
と
ど
　

大
阪
は
歯
の
治
療
を
要
す
る

い
課
題
で
あ
り
、
広
範
な
住
民

を
巻
き
込
ん
だ
運
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
大
阪
の
公
害
実
態

は
「
ソ
ラ
ダ
ス
」
調
査
で
も
明

ら
か
で
あ
り
、
大
阪
府
の
環
境

対
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

金
森
さ
ん
（
文
化
連
）

　

「
文
化
」
と
は
何
か
。
憲
法

25
条
で
「
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
営
む
権
利
…
」
と
あ
る

が
、
大
阪
で
は
文
化
が
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
の

文
化
行
政
は
１
９
７
２
年
に
黒

田
了
一
知
事
の
大
阪
文
化
振
興

研
究
会
の
政
策
提
言
か
ら
始
ま

っ
た
。
今
は
、
文
化
を
敵
対
す

る
市
長
で
あ
る
た
め
「
瀕
死
の

危
機
に
あ
る
大
阪
の
文
化
」
で

あ
る
が
、「
子
ど
も
た
ち
の
創

造
力
を
育
む
文
化
」
を
取
り
戻

す
運
動
が
必
要
で
あ
り
、
大
阪

の
明
日
の
文
化
を
守
り
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
運
動
を
通
じ
て
、

無
駄
な
公
共
事
業
で
は
な
く
必

要
な
防
災
予
算
を
増
や
す
こ
と

を
自
治
体
に
求
め
た
い
。

井
川
さ
ん
（
住
吉
市
民
病
院
を

充
実
さ
せ
る
会
）

　

地
域
医
療
の
砦
で
あ
る
住
吉

市
民
病
院
の
廃
止
に
は
、
地
元

自
治
会
を
含
め
て
多
く
の
怒
り

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
府
市

統
合
本
部
は
、
条
例
上
の
根
拠

も
な
く
内
部
決
定
に
過
ぎ
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
「
廃
止
あ
り

き
」
で
す
す
め
て
い
る
。
住
民

説
明
会
も
不
十
分
で
民
主
的
な

手
続
き
で
決
定
し
た
も
の
で
は

な
い
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
住
民
の
怒
り

の
声
を
あ
つ
め
、
議
員
要
請
な

ど
徹
底
し
て
運
動
を
広
げ
た

い
。

稲
垣
さ
ん
（
中
之
島
図
書
館
を

考
え
る
会
）

う
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
意
見
反
映
す
る
こ
と
は
有
効

な
の
か
」、「
保
健
所
統
廃
合
で

地
域
力
が
低
下
し
て
い
る
。
経

験
豊
か
な
専
門
職
の
少
な
い
市

町
村
で
は
対
応
で
き
て
い
な

い
」、「
急
性
期
Ｃ
に
母
子
Ｃ
を

新
た
に
建
設
で
は
な
く
現
地
建

て
替
え
が
一
番
だ
」、「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
常
態
化
な
ど
公
衛

研
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
医

療
や
福
祉
に
予
算
を
増
や
す
運

動
を
強
化
す
べ
き
」、「
大
阪
府

は
府
下
市
町
村
を
ま
と
め
て
暮

ら
し
や
安
全
な
ど
責
任
を
も
っ

て
ほ
し
い
」「
咲
洲
庁
舎
の
耐

震
は
大
丈
夫
な
の
か
」
な
ど
多

く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
質
問
に

対
し
、
支
部
役
員
が
職
場
実
態

や
専
門
的
な
視
点
か
ら
答
え
る

な
ど
討
論
を
大
い
に
深
め
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
住
民
団
体
懇

談
会
を
定
例
的
に
開
催
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

前
回
よ
り
憲
法
問
題
に
つ
い
て
連
載
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
自
民
党
が
２
０
１
２
年
４
月
に
決
定
し

た
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」（
以
下
、「
自
民
党
草
案
」）
の
危
険
な
中
身
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

憲
法
が
憲
法
で
な
く
な
る
―
立
憲
主
義
の
破
壊

憲法12条
　この憲法が国民に保障する自由及
び権利は、国民の不断の努力によっ
て、これを保持しなければならない。
また、国民はこれを濫用してはなら
ないのであって、常に公共の福祉の
ためにこれを利用する責任を負う。

憲法13条
　すべて国民は、個人として尊重さ
れる。生命、自由及び幸福追求に対す
る国民の権利については、公共の福
祉に反しない限り、立法その他の国
政の上で、最大の尊重を必要とする。

憲法前文
　日本国民は、正当に選挙
された国会における代表者
を通じて行動し、われらと
われらの子孫のために、諸
国民との協和による成果
と、わが国全土にわたって
自由のもたらす恵沢を確保
し、政府の行為によって再
び戦争の惨禍が起ることの
ないようにすることを決意
し、ここに主権が国民に存
することを宣言し…

全大阪生活と健康を守る会連合会
（生健会）
　秋吉　澄子さん
大阪保育運動連絡会（大保連）
　杉本　元樹さん
NPO法人難病連（難病連）
　高橋　喜義さん
全大阪借地借家人組合連合会（大借連）
　船越　康亘さん
大阪府保険医協会（保険医）
　渡辺　征二さん
大阪府歯科保険医協会（歯科医）
　和田　武さん
大阪から公害をなくす会（公害なくす会）
　中村　毅さん
大阪文化団体連合会（文化連）
　金森　重裕さん
全大阪消費者団体連合会（消団連）
　飯田　秀男さん
おおさか市民ネットワーク（市民ネット）
　藤永　延代さん
住吉市民病院を充実させる会（住吉市民）
　井川　登志夫さん　直原　良子さん
明日の中之島図書館を考える会
（中之島図書館）
　稲垣　房子さん

　

府
職
員
会
館
分
館
（
府
職
労
の
あ
る
建
物
）
の
ろ
う
き
ん
Ａ
Ｔ
Ｍ
が

３
月
21
日
（
木
）
18
時
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
大
阪
中
央
支
店
も
し
く
は
ゆ
う
ち
ょ
・
他
行
・
コ
ン
ビ
ニ
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
利
用
時
の

手
数
料
は
翌
月
末
に
全
額
還
元
さ
れ
ま
す
）。

ろ
う
き
ん
大
阪
中
央
支
店
か
ら
の
お
知
ら
せ

ろ
う
き
ん
大
阪
中
央
支
店
か
ら
の
お
知
ら
せ
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